
碍 らかに ′申麗 子 の鷹 賢慮-廉 も順調なの t̂tL圭煮 してい る とし＼えるで あろ う｡

東上 /甲慶 子感 覚 の鹿威 経済 に考 えf=摩 者および∴ そ の中 に占めa丸底 .

また,中腰 孝奄栄 の鮭巌 女量 っこ /このたび､の私 の愈 文 の車 虻 テ- マ ヒ したo
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卒嚢 鎗 又 豊作 威す 8 に考た っては,大 学 に於 で澄 乙だ勉後輩 の癖礎 智 を温

して .できる嚢な らば､＼､赦獲軽 の太 資 Jy愛東摩 する痩身 に した い と/% えた O

舷壁聾は しば しば､ 〝桑 塵 に立 並ぶ､務外 資 歪?k平 に班 つたその断面 /,に例 え

られ る O テ- マに ､､地盤 L/を渡_jLだ､の .Lf.そ の薗外憂 の -肇 で あ る釆盈 奴墜

単 につ いて尊 ぶ親 身の多 か っを四年 間 を戯 & ,その裁葵 葱集廃 しノ卑嬢 麗 し/

解 凍 を蓬 える コログラ 7イ - i-しこの準 塵 に ′よ ')多 くの輝 線 を感 じたか ら

で ある｡ IL勉褒Aを着 くにあた J,て ′ぬ感給 に研摩 になる勉鹿 の毅足 は ,也

鹿 が鋼ら卦 恵方波線 愛煙 iz:した ､､熱暑 '' の地底 L-まゼ･昇壊 し亡 いな し＼勉垂_普

の湯水 では .あえt これ を研摩 ヒ しな いカ が賓喝だ と老 克 て / 馨 鳥 の贋 寺島

をフ ィ-)しド/こ温,Lf=t､o
Lか L/,水 圏/--よ クこある腰 度 ま とま ?麦地底 を鹿 歳 していJb春子 亀も.

畑 爵鮒 にt:らえる にIま,あま ')に夢凍 鹿 があ ()′そ の鮒 3舟 の /乏畠 める南

慶 子 町 が厳 軌 こ鑑 この島 を据凌 す る ところ とはならなかった Q

東 銀を ま とめる にあ たって ′牌 に/次 の衛息 に留彦 した e

/､地埋 縛賓 象哀感 ぬする留 建国 麦.入閣 の鑑藤 生唇 から叔 た虚底 判断 をtb

って尺度 とす る. (即 ′ この他魂 で あれ ば､寮廉 が主審盈斉 であるb ら .卓

然摩塵 で いえば､,療寮 を大 き く史 艶する盈虜 ,地形 /絶好武一とく(-L輩要 ヒ

走る｡ )

2 .敵城 の佐藤 左.その儀 する カテゴ リ-の車七､番盈乱 して斉,# す るっ LBF,

この地底 で笹 ,兵 として他 の日永 の鹿 島の 中 に占 める底 登 を喝 らかにするJ

3.地虜 の量っ間摩 息 を明 らか にする. (遺棄 をあ ,)a'ま 厨ゝ 鬼灯象 とする

地理 の藤 倉 .鬼底 の間声 点 に ､がlっかる のlま,忠,*齢 JIE療 釆 であ るが .人類痛

itL二者赦す＼る とい う斜 尊太末 の厳 命 に盈 瓦 Lr番 え でも ′二九が番 線 軌 こ

な され なIナれ ば な L;な し､と.考 える ｡ )

頭上 ′ 孝和 の考 え を恵 るべ く鼻底 約に粛 寮 すべ く′金 鹿 の盛 衰 を大 きく三

っにわけで次 の席 に した｡

工.産子爵贋淀

Ⅱ 南榎茅 野 の勉褒
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Ⅱ.塵 手島 を過 してみる日永線度の克つ閣圏点

夢 r尊 では/正章 の褒矧 よ盈巌に計する子鹿知森 と′島全体 の佐藤 にふれ

+=中

節正章ではノ立を姓理約度庭番義 を.襲寒 を営む上かLbの遼 番[=厳鹿をお

いて唐黍 LT=っしたが Oで ′卓の立 こ方か廃絶財 こなつてし､ないが .麻 に覇

腐深 い番既を鹿み各せ こ鮫 赦 した

俸正賓ゼはノ且 座的な産手島の刺か ら泉水 た/酸鼻ゆえの悩み/間摩連立

慮廃 し.それを次善 にむかhttる萄贋 を.巌屏 息容 の資泉 を斗ヒ(=薦虞 Lr=.

でき上 った韓文 夏み局と , 当初の意 図を反映 した竜のとしでrf,実に不束
者をで き ばえごぁる〃

歴史 め払 いが′ 息 ヒん と､地理の要素 として刺 ヒSp九 ていないごと｡他泰 と

しての牽凄 な見落の吏威 か草薮ビあること客,7,不慮 が し＼たるところ馴 こつ

く ▲ウ

しかし′軽史妻 に泉塵灰 ヒい うものがないのと同席 ′地轟 にも′鼻終始な

ものはないとL､さ,その勉底 のイニフォy-i_ヨンが 壇すにっ九 .まt=地底

が､変寵 していくにつれ てそれは轟 き改めらるぺ主立のどあろう｡

この璃塵中 . 既存の蹄 鼠資楓が/Jlく一線計賓斜が灸麻でなく ･風地裁巌が

鹿足 に行われをカった ことによるこの姥蕗の不免金 さも′この唐床では.弁

解 の廉地 も鮭 じ′老 いf=恵義 彦も感 じる老 ゼある.
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1. 萄垂姓嬢と月評免の目顔

霧轟敗療 ヒして盈 ん7=､塵 ス膚 は,九州 の南端 産声岬の由方 クf k机 ′庫子

爵の衝劇 にあるノ息ゞ阿碑 の島で′東面 1 5-k7yL ′南北>勧 之 4FT孔 .香承

fLfO kd ′人口鮮oZ之ク00 人であ届.行政齢 に絵島の比津とロ永原都塵を食

わせ亡⊥嵐欠虜 ノ 車掌は重文町 となっているが'.ロ来演都島は額塵 の対象 と

しなかったo (盈久鹿 の攻で量 日東で舞∫度の葡萄 を立ち.承艶裏目こな ,)す

ぎるV)七＼フ塵ズ島 を額産地嵐 とした避 かよの絶島開園 に贋味 を藤 ってし､た轟

㊤鹿 は地産 のEr約であるところの地域 性 をっかt､GBl二割金森参では改いかと

虜 えf=轟⑦盈矢島には.畠感人文共に贋 殊深い盈象が屠 られ′賃料立比薮緒

塵蜜である譲④盈寺島をや名人が いるので私巌贋免が可鶴で はないか と番 え

f=重患ど＼ゼあるO Lか しこのよ うな適 格勉 をフィー )Lドヒして選次 した轟9,

菟鹿へ好 く月埠量障られ ′教 留の凝蚤 立い草わたられ 私 のよちと常盤魚廟
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